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1931年5月31日大勝館・新宿松竹座で封切

『巴里の屋根の下』について

阪 島 正

日本でルネ・クレエルを知ったのは『巴里の屋根の
下』以来である。それより以前（すなわち無声映画時
代）にもクレエルはフランスですでに有名であった。
しかし彼が国際的な名声をえたのは、 まず『巴里の屋
根の下』からであるといえ る だ ろ う。それほどこれ
は、 クレエル自身にとっての記念的 作品である以上
に、 トオキイ初期の名作として価値があった。

1930年といえば、1928年以来のアメリカはともかく
として、 大体西洋諸国では、 興行のトオキイをどうす
るかに頭をなやましていた時代であった。 そして、 一

般的には、 あたらしく獲得した音声の要素を、 ただも
ううれしがって濫用していたのである。舞台劇または
レヴィウ場面の実写のようなトオキイ作品が横行して

いた。 こ れに反逆をくわだてたのが、 アメリカのルウ
ベン・マムウリヤン、 ジョゼフ ・ フォン・スタアンバ

アグ、 ソヴ ェトのニコライ・エ ッ ク、 そしてわがルネ・
クレエルであった。

現在この『巴里の屋根の下』を見ると、 非常にア ッ

茂く、 ものたりなくおもわれる点があることとおも
う。これは古典的映画を見るときには、 いつも注意し
なければならない点であるが、 いまから20年30年とた
った映画は、 なんとしてもいろんな意味で古い。特に
技術的には、 いたらない点が多々あるのである。 だか
らそういう点にばかり注意して見ることは、 意味がな
いといっていいのである。 また風俗的に、 どうしても
時代がかって滑稽に見えるものである。ぽくは戦後こ
の映画を見ていないが、 そういう惑じはおそらく一般
的であろうとおもう。

ぽくの考えでは、 古典的作品を、 まずその製作年代
に即して見ることが肝瞥であるとおもう。つまり『巴
里の屋根の下』でいえば、 さっきもいったように、 こ
れが音声過剰の時代につくられた 作 品 だ ということ
を、 まず考えにいれる必要がある。そうすれば、 この
作品のオリジナリテはすぐハ ッ キリする。すなわち、
この映画は極度にせりふをすくなくしている。これは
無声映画時代の美学であるイメニジの芸術性をできる
だけ保存させたようにも見えるが、 かならずしもそう
ではない。むしろこれは、 イメエジと音声とのおのお
のの独立性をみとめたうえで、 これをあらためてモン
クアジュしようとしたものだからである。決してイメ
エジ専門の表現をしようとしたのではない。これを当
時のことばでいえば、 「イメエジと音声の非同時性」
である。さらにくだいていえば、 口をあけて こ とばを
だすからそのことばの声がきこえるという の で は な
い、 ということである。だから逆にいえば、 口をあけ
てしゃ べる こ とに対応する音声は、 それと同時ではな
い「沈黙」 かも知れないし、 別の口から発しられるこ
とばかも知れないし、 また一種の音響であるかも知れ
ないのである。この「非同時性」と い う説 をいいだ
し、 かつそれを実行したのがクレエルであることはた

しかだが こ れに似た考えかたは、 ソヴ ェトのエイゼン
シュテインの「シ ョ ッ クとしてのみの音声」説にもあ
る。だがエイゼンツ ュ テインがこれをすぐさま実行し
たわけではない。

クレエルは、 一方、 フランスのジ ャ ンソン映画の創
始者とみる こ ともできる。アルペエル・プレジ ャ ンが
うたうあの『巴里の屋根の下』の ツ ャ ン ソンによっ
て、 ぽくははじめてフランスのツ ャ ン ソンをきいたと
いってもいい。それから以後、 プレジ ャ ンやミルトン
のうたうツ ャ ン ソンを、 つねに口ずさんだ も［の で あ
る。しかし、 このシ ャ ン ソのつかいかたも、 むずかし
くいえば、 例の「イメニジと音声の非同時性」からき
いているのである。そこではジャン ソンと街の風景や
人間の生活とが、 実際の音声をぬきにして、 モンクア
ジュされていたからだ。

最後に、 それは戦後この映画を見ていないぽくには
確言できないが、 ほかの古典的作品の例で類推して、
むかしのぽくたちが見て感心した点とは別の こ とで、
現在これに惑服する点があるかも知れないという こ と
をいっておこう。 こ れは現に、 フランスの「ヌ ゥヴ ェ
ル・ヴ ァアグ」の連中が、 ジネマテエクで古典的作品
を研究した結果、 『恋人たち』や『いと こ 同志』をつ
くっている点を見てもわかる。その意味では、 『巴里
の屋根の下』も、 現在の青年諸君にあたらしい暗示を
あたえるかともおもうが、 発表当時のこの作品の意義
と、 現在発見される意義とは、 一致 す る 場合もある
し、 一致しない場合もあるにちがいない。ぽくの考え
では、 一致する場合にはなんのこともないが、 もし一

致しない場合は、 当時の評価と現在の評価とを、 一方
的でなく、 双方ともよく考えあわせることこそ、 もっ
とも必要だろうとおもうのである。クレエルの作品で
も、 こ れにつぐ『Jレ・ミリオン』は完成された作品な
ので、 あまりその点心配はないが、『巴里の屋根の下』
は多分に音声過剰やだらしのない舞台的映画に対する
反抗や修正の主張が こ められているだけに、 こ の点は
特に注意をしておきたかった。
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